
はじめに

子どもは人類の未来であり，子どもが健やかに育つための環境づくりについて，個々の家庭だけではなく国や

自治体，地域，保育園や幼稚園，学校，企業などの役割や具体的取り組みが積極的に求められている。

特に幼児期は，基本的生活習慣の獲得など生涯にわたる人間形成に重要な時期である。幼児は，生活や遊びと

いった具体的な体験を通して，情緒的・知的な発達を遂げ，社会性を涵養し，人間として社会の一員としてより

よく生きる基礎を獲得していく大切な時期である。

しかし，近年，幼児の育ちは，基本的な生活習慣や態度が身についていない，他者との関わりが苦手，自制心

や忍耐力，規範意識が十分に育っていない，運動能力が低下しているなどの課題が出ている。現在の子どもは生

まれた時からテレビ等の電子機器に囲まれた環境で育っているため，知識があってもその知識が断片的で受け身

的であることが多く，学びに対する知的好奇心が低いとの指摘がある。また，子どもの生活環境を規定する要因

としてIT産業の普及，長引く経済の低迷，親の就労の多様性等が関与していることが考えられる。現代社会は「不

眠の時代」とも形容されている。親も子も多忙で生活習慣が崩れ，生活異変(朝食の欠食，遅刻，体の不調等)が子

どもの育ちに影響してきている。さらに，子どもは都市化の進展により農作物などの成長を目の当たりにしなく

なり，自然の動植物とのふれあいの機会が少なくなってきている。また，家事等も電化され生活が豊かで便利に

なってきた反面，洗濯，掃除など身近な生活体験をする機会が少なくなり，生きていく力を養う機会が減少して

きている 。子どもの生活体験は自然環境，空間や集団活動や関係性の中で育ち，そこで人に対する多様性や創造

性をもった認識や感性，知識へと発展していく。しかし，近年，少子化により子ども同士の触れ合いの機会が少

なくなり，いじめなど人の痛みを感じることが難しい子が増えてきて保育・教育現場の課題となっている。今，

子どもたちの生活環境はどうなっているだろうか。幼児期の子どもの生活環境の実態とその特徴を把握し，今後

の保育・教育を考える上の一助にしたいと考え，今回子どもの生活実態調査と親の子育て意識調査を実施した。

１．調査研究のねらい

本研究の目的は，保育所に通園している０歳から就学前の子どもの生活実態を知ると同時に親の子育て意識を

分析する。

２．調査対象

①札幌市Ｓ区内の保育園で調査に応じてくれた12保育園に通園している子どもの保護者 985名

３．調査時期

平成23年９月～10月

４．調査方法

調査目的を研究プロジェクトの一員が，Ｓ区の園長会議で説明し了承を得た。各保育園の職員が保護者にアン

ケート調査の趣旨を説明し協力を依頼した。調査対象者は，12園に通園(０歳～就学前)する保護者985人である。

質問紙と封筒を職員が保護者に配布し，来園時に保護者から個別封筒の質問紙を回収しプライバシーに配慮した。

質問紙の回収数は515人で回収率は52.3％であった。なお，質問紙項目の一部(幼児の生活実態調査等)に，ベネッ
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セ次世代育成研究所(以下略 研究所調査)が1995年，2000年，2005年，2010年に実施した内容と同様の項目が

あり，それについては本研究と比較検討をする旨の掲載許可書を研究所に確認し受諾を得ている。

(アンケートの有効回答は510人であった)

５．調査結果

１)基本属性

①世帯構成

全世帯の88.8％が子どもと親のみの核家族であった。(表１)

②幼児の性別・年齢別

④きょうだい数

きょうだい数は１人が249人(48.8％)の全体の約半数で，２人は187人(36.7％)であった。(表３)

⑤出生順位

⑥両親の年齢

母親の年齢は30代が63.6％，次いで20代が21.5％，40代が14.9％であった。父親の年齢は30代が62.8％，

40代が19.9％，20代が15.2％，50代が2.1％であった。(表５・６)

幼児の生活と子育て意識調査

表1 人

子供と親のみ 祖父母と同居 その他 未回答 合計

453 54 2 1 510

※このうち母子家庭71人，父子家庭１人(一人親世帯の比率は14％)

表2 人

男 女 合計

３歳未満 95 88 183

３歳 51 45 96

４歳 50 52 102

５歳 45 55 100

６歳 17 12 29

合 計 258 252 510

性別では男が258人で，女は252人で約同数であった。年

齢別では，３歳未満は，183人で35.9％であった。３～４

歳は，198人で38.8％であった。５～６歳は129人で

25.3％であった。年齢を低年齢児(３歳以下)と高年齢児(４

～６歳)で分けて見ると，低年齢児は279人(54.7％)で高年

齢児は231人(45.3％)であった。(以下略，低年齢児(３歳

以下)，高年齢児(４～６歳)とする)(表２)

表3

１名 ２名 ３名 ４名 ５名 未回答 合 計

249 187 59 11 2 2 510

表4 人

１番目 ２番目 ３番目 ４番目 ５番目 未回答 合 計

343 116 39 6 1 5 510

母親 表5 人

20代 30代 40代 50代以上 平均年齢

106 314 74 0 33.8歳

父親 表6 人

20代 30代 40代 50代以上 平均年齢

65 268 85 9 35.6歳



⑦母親の就労形態

母親の就労形態は常勤が50.9％でパートが41.6％であり，パートの割合が高いと言える。その他は育休中が

5.4％であった。(表７)

２)生活時間

①起床時刻

起床時間は低年齢児，高年齢児ともに「７時頃」「６時半頃」と「６時頃」に大きな山がある。「７時頃以前」に起床

していた子は452人(88.6％)おり，研究所調査(2010年)の「７時頃以前」と比較すると32.9ポイント多かった。起

床について，５年毎に調査している研究所調査の結果からは年々早起きの傾向が進行しているということである

が，本調査で32.9ポイント多い要因は調査対象児が保育園に通園している幼児であり，親の就労環境による影響

が大きいと言える。さらに「６時半頃以前」の起床を低年齢児と高年齢児で比較すると，低年齢児が158人(54％)

で高年齢児が120人(42％)であり，低年齢児に比較的早起きの傾向が見られた。「７時頃以降(７時半～８時半)」

の子どもは58人(11.4％)で高年齢児が低年齢児より３ポイント多かった。(表８，図１)

②就眠時間

就眠時間をみると低年齢児は「21時頃」(33％)が最も多く，「21時半頃」が22％，「20時半頃」(17％)と「22時頃」

(16％)がほぼ同数であった。高年齢児は「21時頃」(28％)が最も多く，次いで「21時半頃」(26％)，「22時頃」(24％)

に大きな山がある。両者を比較すると，同じ傾向を示しながら高年齢児では「21時頃」以降に就眠する割合が高い

と言える。生活リズムの基本となるのは就眠時間の始点であるが，「20時半頃」以前に就眠している子は全体で

21％とほぼ５人に１人であり，「21時30分頃以前」に就眠していた子は379人(74.4％)で約7.5割であった。全体

に遅寝の傾向が認められた。「22時頃以降」に就眠する子どもは130人(25.5％)で，研究所調査の2010年の「22時

頃以降」と比較すると1.7ポイント多かった。「20時半頃以前」の就眠を低年齢児と高年齢児で比較すると，低年齢

児が71人(25％)で高年齢児が34人(15％)で低年齢児に比較的早寝の傾向が見られた。(表９，図２)

図1表8 人

時 刻
３歳
以下

４歳
以上

5：30以前 7 5

6：00頃 68 38

6：30頃 83 77

7：00頃 95 79

7：30頃 21 24

8：00頃 4 6

8：30頃 1 2

9：00頃 0 0

合 計 279 231

表7 人

常勤 パート フリー 主婦 育休中

245 200 7 3 26

伊藤克実 小橋明子 常見裕子 小橋拓真



③朝食の摂取について

毎日，朝食をとっている子どもは480人(94％)であるが，「ときどき」が24人(５％)，高年齢児で「欠食するこ

とが多い」子どもが３人(0.6％)いた。ごく少数ではあるが朝食をとらない子どもがいることは，食育の観点から

改善する必要があると考える。(表10，図３)

３)電子機器の利用について

現代の子どもの遊び環境として「遊び空間・遊び時間・遊び仲間」のいわゆる「三つの間」の喪失が指摘されてい

る。室内遊びを中心として，一人遊びが多くなってきている。また，テレビを含めた電子機器の家庭への普及に

伴い，子どもたちがそれらに触れる，見る，使用する機会は増えてきていると思われる。本調査の対象となった

のは日中保育園に通園している家庭であるので，多くの子どもたちの遊び環境は土・日曜日以外は保育園である

という特徴がある。

①テレビ

電子媒体であるテレビ，ビデオ・DVD，CD，携帯ゲームと，印字媒体である絵本，ドリルに関する質問項目を

利用頻度で大別し，高頻度利用を「毎日・週３～４回」とし，「週１～２回・ごくたまに・使わせない」を低頻度利

用とした。(以下略 高頻度利用，低頻度利用)

テレビの利用に関して高頻度利用の子どもは437人(85.7％)で，低頻度利用の子どもは65人(12.7％)であっ

た。高頻度利用を低年齢児と高年齢児で比較すると，低年齢児は224人で51.2％であり，高年齢児213人で48.7％

であり，あまり大きな差は見られなかった。テレビは，子どもの年齢に関係がなく約8.5割の世帯が利用してい

表9 人

時 刻
３歳
以下

４歳
以上

19：00以前 0 0

19：30頃 4 1

20：00頃 20 7

20：30頃 47 26

21：00頃 91 64

21：30頃 61 58

22：00頃 46 56

22：30頃 10 18

未回答 0 1

合 計 279 231

図2

図3表10 人

３歳
以下

４歳
以上

合計

毎朝 268 212 480

ときどき 9 15 24

食べないことが多い 0 3 3

未回答 2 1 3

合 計 279 231 510
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た。なお，テレビは自宅に「ない」と答えた人は２人で未回答は６人であった。(表11)

②ビデオ・DVD

ビデオ・DVDの高頻度利用は，200人(39.2％)で，低頻度利用は289人(56.7％)であった。低年齢児の高頻度

利用は108人(54％)，高年齢児は，92人(46％)であり低年齢児より８ポイント多かった。低頻度利用率も同様の

傾向を示した。(表12)

③絵本

高頻度利用の子どもは381人で74.7％であった。高頻度利用の低年齢児は227人で低年齢児の81.4％を占め，

高年齢児は154人で対象児の66.7％であり，低年齢児の高頻度利用が高年齢児より14.7ポイント多かった。(表

13)

表11 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
143

(78.1％)
37

(20.2％)
1

(0.5％)
2

(1.1％)
183

(100.0％)

３歳
81

(84.4％)
12

(12.5％)
0

(0.0％)
3

(3.1％)
96

(100.0％)

４歳
94

(92.2％)
8

(7.8％)
0

(0.0％)
0

(0.0％)
102

(100.0％)

５歳
90

(90.0％)
8

(8.0％)
1

(1.0％)
1

(1.0％)
100

(100.0％)

６歳
29

(100.0％)
0

(0.0％)
0

(0.0％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
437

(85.7％)
65

(12.7％)
2

(0.4％)
6

(1.2％)
510

(100.0％)

表12 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
64

(35.0％)
109

(59.6％)
5

(2.7％)
5

(2.7％)
183

(100.0％)

３歳
44

(45.8％)
47

(49.0％)
1

(1.0％)
4

(4.2％)
96

(100.0％)

４歳
39

(38.2％)
61

(59.8％)
1

(1.0％)
1

(1.0％)
102

(100.0％)

５歳
42

(42.0％)
54

(54.0％)
3

(3.0％)
1

(1.0％)
100

(100.0％)

６歳
11

(37.9％)
18

(62.1％)
0

(0.0％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
200

(39.2％)
289

(56.7％)
10

(2.0％)
11

(2.2％)
510

(100.0％)

表13 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
148

(80.9％)
33

(18.0％)
1

(0.5％)
1

(0.5％)
183

(100.0％)

３歳
79

(82.3％)
15

(15.6％)
0

(0.0％)
2

(2.1％)
96

(100.0％)

４歳
75

(73.5％)
26

(25.5％)
0

(0.0％)
1

(1.0％)
102

(100.0％)

５歳
61

(61.0％)
39

(39.0％)
0

(0.0％)
0

(0.0％)
100

(100.0％)

６歳
18

(62.1％)
11

(37.9％)
0

(0.0％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
381

(74.7％)
124

(24.3％)
1

(0.2％)
4

(0.8％)
510

(100.0％)

伊藤克実 小橋明子 常見裕子 小橋拓真



④ワーク・ドリル

ワーク・ドリルの利用について一番多かったのは低頻度利用で250人(49％)おり，次いで「家にない」が209人

(41％)であった。低頻度利用及び「家にない」を合わせると90％となり，ワーク・ドリルの利用はごく少数であっ

た。(表14)

⑤図鑑

図鑑の利用について約半数が低頻度利用で246人(48.2％)であった。次いで「家にない」が213人(41.8％)で

あった。低頻度利用の内訳を見ると低年齢児が112人(40.1％)で，高年齢児が134人(58.0％)であった。絵本の

保有と図鑑の保有を比較すると絵本はほとんどの家庭にあるが，図鑑の保有率は半数に満たなかった。(表15)

⑥CD
 
CDの利用について低頻度利用が356人(69.8％)と多く，次いで高頻度利用が68人(13.3％)であった。多かっ

た低頻度利用の内訳を見ると低年齢児が193人(69.2％)で，高年齢児が163人(70.6％)であった。(表16)

表14 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
3

(1.6％)
51

(27.9％)
121

(66.1％)
8

(4.4％)
183

(100.0％)

３歳
6

(6.3％)
41

(42.7％)
44

(45.8％)
5

(5.2％)
96

(100.0％)

４歳
10

(9.8％)
63

(61.8％)
28

(27.5％)
1

(1.0％)
102

(100.0％)

５歳
13

(13.0％)
73

(73.0％)
13

(13.0％)
1

(1.0％)
100

(100.0％)

６歳
4

(13.8％)
22

(75.9％)
3

(10.3％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
36

(7.1％)
250

(49.0％)
209

(41.0％)
15

(2.9％)
510

(100.0％)

表15 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
9

(4.9％)
66

(36.1％)
98

(53.6％)
10

(5.5％)
183

(100.0％)

３歳
5

(5.2％)
46

(47.9％)
41

(42.7％)
4

(4.2％)
96

(100.0％)

４歳
3

(2.9％)
56

(54.9％)
40

(39.2％)
3

(2.9％)
102

(100.0％)

５歳
10

(10.0％)
62

(62.0％)
25

(25.0％)
3

(3.0％)
100

(100.0％)

６歳
4

(13.8％)
16

(55.2％)
9

(31.0％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
31

(6.1％)
246

(48.2％)
213

(41.8％)
20

(3.9％)
510

(100.0％)

表16 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
23

(12.6％)
124

(67.8％)
28

(15.3％)
8

(4.4％)
183

(100.0％)

３歳
9

(9.4％)
69

(71.9％)
13

(13.5％)
5

(5.2％)
96

(100.0％)

４歳
15

(14.7％)
74

(72.5％)
9

(8.8％)
4

(3.9％)
102

(100.0％)

５歳
18

(18.0％)
68

(68.0％)
10

(10.0％)
4

(4.0％)
100

(100.0％)

６歳
3

(10.3％)
21

(72.4％)
5

(17.2％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
68

(13.3％)
356

(69.8％)
65

(12.7％)
21

(4.1％)
510

(100.0％)
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⑦テレビゲーム

テレビゲームの利用については低頻度利用と「家にない」を合計すると93％になり，利用は少ない状況であっ

た。(表17)

⑧携帯ゲーム

携帯ゲームについても低頻度利用と「家にない」を合わせると93％でありテレビゲーム同様にあまり利用はさ

れていない。高頻度利用の状況を見ると低年齢児で６人，高年齢児で14人であり，テレビゲームと比べるとわず

かに低年齢児の利用が多い状況であった。(表18)

⑨パソコン

パソコンについても低頻度利用及び「家にない」を合わせると95％であった。他の電子機器と比較して低頻度利

用が一番多く399人(78.2％)であった。(表19)

表17 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
1

(0.5％)
103

(56.3％)
70

(38.3％)
9

(4.9％)
183

(100.0％)

３歳
1

(1.0％)
53

(55.2％)
38

(39.6％)
4

(4.2％)
96

(100.0％)

４歳
4

(3.9％)
61

(59.8％)
35

(34.3％)
2

(2.0％)
102

(100.0％)

５歳
10

(10.0％)
57

(57.0％)
33

(33.0％)
0

(0.0％)
100

(100.0％)

６歳
3

(10.3％)
17

(58.6％)
9

(31.0％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
19

(3.7％)
291

(57.1％)
185

(36.3％)
15

(2.9％)
510

(100.0％)

表18 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
4

(2.2％)
132

(72.1％)
40

(21.9％)
7

(3.8％)
183

(100.0％)

３歳
2

(2.1％)
72

(75.0％)
17

(17.7％)
5

(5.2％)
96

(100.0％)

４歳
4

(3.9％)
77

(75.5％)
19

(18.6％)
2

(2.0％)
102

(100.0％)

５歳
9

(9.0％)
78

(78.0％)
13

(13.0％)
0

(0.0％)
100

(100.0％)

６歳
1

(3.4％)
25

(86.2％)
3

(10.3％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
20

(3.9％)
384

(75.3％)
92

(18.0％)
14

(2.7％)
510

(100.0％)

表19 人

高頻度利用 低頻度利用 家にない 未回答 合 計

３歳未満
4

(2.2％)
145

(79.2％)
26

(14.2％)
8

(4.4％)
183

(100.0％)

３歳
1

(1.0％)
75

(78.1％)
15

(15.6％)
5

(5.2％)
96

(100.0％)

４歳
1

(1.0％)
77

(75.5％)
23

(22.5％)
1

(1.0％)
102

(100.0％)

５歳
4

(4.0％)
79

(79.0％)
17

(17.0％)
0

(0.0％)
100

(100.0％)

６歳
1

(3.4％)
23

(79.3％)
5

(17.2％)
0

(0.0％)
29

(100.0％)

合 計
11

(2.2％)
399

(78.2％)
86

(16.9％)
14

(2.7％)
510

(100.0％)
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４)電子機器の操作について ※「できる」と回答した人数

電子機器の保有率をみると，テレビは99.6％，ビデオ・DVDは98％，テレビゲームは63％，携帯ゲーム81.4％

であった。保有している各機器の操作を子どもが「できる」と答えていたのは，テレビは54.2％，ビデオ・DVDは

32.5％，テレビゲームは15.7％，携帯ゲームは20.3％であった。子どもの機器操作率が高いテレビを見ると，低

年齢児では31.1％が「できる」と答えており，高年齢児では68.9％であった。(表20)

①利用時間について

テレビの視聴時間の「１時間以下」を年齢別にみると，低年齢児は64％で高年齢児では42％であった。一方，「２

時間以上」は低年齢児が33％，高年齢児は56％で年齢が上がるにつれて視聴時間が長い傾向であった。１日３時

間以上視聴する子どもを低年齢児で見ると34人(13％)おり，高年齢児では63人(27％)であった。「３時間以上」

視聴する低年齢児を，研究所調査(2010年)の結果と比較すると当調査は4.3ポイント低く，高年齢児では当調査

が６ポイント多かった。本調査のデータが保育園に通園している時間帯以外のテレビ視聴時間ということを考慮

すると，土・日曜日の子どもの生活時間の中でテレビ視聴時間は長くなる傾向があることが推察された。(表21，

図４)

表20 人

テレビ ビデオ・DVD テレビゲーム 携帯ゲーム

３歳未満 31 10 1 10

３歳 54 35 8 19

４歳 73 34 7 17

５歳 87 62 24 27

６歳 28 21 11 12

合 計 273 162 51 85

表21 人

時 間 0 15分 30分 １時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間
５時間
以上

未回答 合 計

３歳以下
26

(9％)
23

(8％)
56

(20％)
76

(27％)
55

(20％)
21

(8％)
6

(2％)
5

(2％)
2

(1％)
9

(3％)
279

(100％)
テ
レ
ビ ４歳以上

5
(2％)

5
(2％)

26
(11％)

63
(27％)

66
(29％)

41
(18％)

15
(6％)

3
(1％)

4
(2％)

3
(1％)

231
(100％)

合 計 31 28 82 139 121 62 21 8 6 12 510

３歳以下
224

(80％)
23

(8％)
5

(2％)
2

(1％)
2

(1％) (0％) (0％) (0％) (0％)
23

(8％)
279

(100％)携
帯
ゲ
ー
ム

４歳以上
155

(67％)
30

(13％)
19

(8％)
8

(3％)
3

(1％)
1

(0％) (0％) (0％) (0％)
15

(6％)
231

(100％)

合 計 379 53 24 10 5 1 0 0 0 38 510

３歳以下
237

(85％)
11

(4％)
5

(2％)
2

(1％) (0％) (0％) (0％)
1

(0％) (0％)
23

(8％)
279

(100％)パ
ソ
コ
ン

４歳以上
180

(78％)
18

(8％)
11

(5％)
5

(2％)
1

(0％) (0％) (0％) (0％) (0％)
16

(7％)
231

(100％)

合 計 417 29 16 7 1 0 0 1 0 39 510

３歳以下
243

(87％)
10

(4％) (0％)
1

(0％) (0％) (0％) (0％) (0％) (0％)
25

(9％)
279

(100％)
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム ４歳以上

154
(67％)

17
(7％)

16
(7％)

22
(10％)

8
(3％) (0％) (0％) (0％) (0％)

14
(6％)

231
(100％)

合 計 397 27 16 23 8 0 0 0 0 39 510

３歳以下
100

(36％)
16

(6％)
68

(24％)
56

(20％)
17

(6％)
3

(1％)
1

(0％)
1

(0％) (0％)
17

(6％)
279

(100％)ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ

４歳以上
41

(18％)
18

(8％)
43

(19％)
66

(29％)
42

(18％)
11

(5％)
1

(0％)
1

(0％)
1

(0％)
7

(3％)
231

(100％)

合 計 141 34 111 122 59 14 2 2 1 24 510
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ビデオ・DVDの利用時間の「０～15分未満」は低年齢児が36％と高く，次いで「１時間」利用している高年齢児

は29％であった。「２時間以上」の視聴は低年齢児で22人(8.4％)，高年齢児58人(25.0％)であった。「２時間以

上」視聴する低年齢児を，研究所調査(2010年)の結果と比較すると当調査は12.4ポイント少なく，高年齢児は５

ポイント多かった。(図５)

５)保育園が休みの時の遊びについて(複数回答)

保育園の休園時，一番多い室外遊びは，「公園の遊具」395件で，次いで「ボール遊び」が252件，「自転車」が252

件であった。この遊びの順位は低・高年齢児に変わりない傾向が見られた。ままごとなどの設定遊びは年齢にあ

まり数の違いは見られないが，鬼ごっこ，缶けり等のルール遊びはやや高年齢児に多く見られた。

一方，室内遊びでは，「ミニカー等のおもちゃを使った遊び」が339件と一番多く，次いで「積み木・ブロック」

が296件であった。３番目は，「絵やマンガを描く」が多かった。遊びの内容の順位ついては2010年の研究所調査

の結果と同様であった。(表22)

図4テレビの年齢別時間グラフ(構成比率より)

図5ビデオ・DVDの年齢別時間グラフ(構成比率より)
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図6総数の高い順でのグラフ表示

表22 人

３歳以下 ４歳以上 総 数

ア）公園の遊具 203 192 395

イ）砂場などの泥んこ遊び 78 63 141

ウ）ボールを使った遊び 137 115 252

エ）自転車，三輪車 97 155 252

オ）鬼ごっこ，缶けり 12 37 49

カ）なわとび，ゴムとび 11 37 48

キ）石ころや木の枝など自然のものを使った遊び 89 74 163

ク）テレビゲーム 7 40 47

ケ）携帯ゲーム 10 31 41

コ）カードゲーム，トランプ 16 80 96

サ）絵やマンガを描く 112 135 247

シ）積み木，ブロック 182 114 296

ス）ジグソーパズル 62 79 141

セ）ミニカー，プラモデル，おもちゃを使った遊び 197 142 339

ソ）人形遊び，ままごとなどのごっこ遊び 131 131 262

タ）その他 29 27 56

（その他）では，水遊び，絵本，粘土，楽器遊びなどがある。
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①どこで遊ぶことが多いか(２つ回答)

遊ぶ場所は「屋外」や「公園」が多く，近所や友だちの家は少なかった。屋外が一番多いが，土・日曜日等の屋外

は自家用車で出かけた出先(遊園地など)も含まれていると思われる。(表23，図７)

６)習い事

510人中，習い事をしていると答えた人は115人(22.5％)，していない人は388人(76.0％)で不明は７人

(1.5％)であった。

①保育園での習い事

保育園での習い事は，園内の活動として取り組まれているものと考えられるが，その内容は水泳などの24人で

全体の約５％を数えるに過ぎなかった。(表24)

②保育園以外での習い事

保育園以外の習い事は，全体の25％となり４人に１人が何らかの習い事をしていることになる(但し，複数の習

い事をしている子どもがおり，おおよその傾向である)。そのなかでも通信教材が47人と一番多く，次いで水泳

が29人であった。研究所調査(2010年)の中で，幼稚園児と保育園児の「習い事」の比較をしたところ，保育園児が

幼稚園児に比べ「習い事」が少なかった。これは保育園児の在園時間が長く習い事をする時間が限られていること

から少なくなっていると推察された。(表25)

③習い事の数

「習い事」の数は，１個が77人で２個が30人で３個持っている子どもは５人であった。(表26)

７)教育費(１カ月)

習い事にかける教育費は５千円未満が59人(51.3％)と多く，次いで５千円以上１万円未満が46人(40.0％)で

あった。１万円以上は10人(8.7％)であった。(表27)

表23 人

３歳
以下

４歳
以上

総 数

屋外 251 186 437

自宅の庭 36 35 71

友達の家 16 13 29

近所 14 19 33

公園 193 163 356

その他 15 18 33

※その他では大型スーパーやデパート，郊外
の公園，祖父母の家などがある。

図7

表24 人

水泳 サッカー 体操 バレエ リトミック ダンス 武道 楽器 リズム 絵 英会話 学習塾 通教 教材 その他

9 0 5 0 1 0 0 0 1 0 5 0 2 1 0

表25 人

水泳 サッカー 体操 バレエ リトミック ダンス 武道 楽器 リズム 絵 英会話 学習塾 通教 教材 その他

29 1 2 1 1 4 9 14 1 1 9 2 47 3 4

表26 人

１個 ２個 ３個 ４個以上

77 30 5 0

※未記入３名

表27 人

千円未満 千円～５千円未満 ５千円～１万円未満 １万円～1.5万円未満 1.5万円～２万円未満 2.5万円～３万円未満

6 53 46 7 1 2
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①教育費の負担を感じるか

教育費の負担については，「あまり」と「感じない」を合わせて88人(76.6％)おり，「まあ感じる」は25人

(21.7％)，未記入２人(1.7％)であった。教育費の負担は，約５人に１人が「まあ感じる」と答えていた。(表28)

８)育児観 ※表29は，(「とても」の人数の多い順)

親が子育てで力を入れていることで「とても」の項目でトップに上がってきたのは男女合わせて「親子の触れ合

い」(269件)や「思いやり」(267件)で，次いで「自分でできること」(233件)であった。これは研究所調査の結果と同

様であった。しかし，研究所調査の結果の４位に上がってきたのは「社会のマナーやルールを身につけること」で

あったが，当調査では「基本的生活習慣の自立」が223件で４位であった。子どもの心と体を鍛える上で大切であ

る「自然と触れ合う」「野外で遊ぶ」ことに関しては研究所調査の結果と同様にあまり高くはなかった。

一方，「あまり力をいれていない」ことのトップに男女合わせて「芸術的才能」が260件で，次いで「伝統・文化」

が251件であった。また，「数や文字」が144件で「友だちと遊ぶ」がともに144件であった。(表29)

９)育児観(複数回答)(年齢別)３歳以下の「とても」の多い順

子どもの年齢別の子育てで力を入れている項目を見ると，低年齢児ではトップに「親子の触れ合い」156件で，次

いで「基本的生活習慣」118件で，三番目に「思いやり」112件であった。高年齢児ではトップに「思いやり」145件で，

次いで「自分でできること」135件で，三番目に「他人に気持ちを伝える」117件であった。体づくりや知的好奇心を

高めるための「自然と触れる」や「野外遊び」などは低・高年齢児ともに「とても」の項目においてあまり高くはな

表28 人

Ａ とても Ｂ まあ Ｃ あまり Ｄ 感じない

0 25 65 23

※未記入２名

表29 人

とても まあ あまり ぜんぜん 合 計

親子の触れ合い
269

(54.2％)
201

(40.5％)
23

(4.6％)
3

(0.6％)
496

(100.0％)

思いやり
267

(55.1％)
195

(40.2％)
20

(4.1％)
3

(0.6％)
485

(100.0％)

自分でできること
233

(47.8％)
219

(45.0％)
27

(5.5％)
8

(1.6％)
487

(100.0％)

基本的生活習慣
223

(45.3％)
233

(47.4％)
33

(6.7％)
3

(0.6％)
492

(100.0％)

身体を鍛える
209

(42.6％)
229

(46.6％)
50

(10.2％)
3

(0.6％)
491

(100.0％)

他人に気持ちを伝える
208

(42.9％)
233

(48.0％)
37

(7.6％)
7

(1.4％)
485

(100.0％)

社会的マナー
184

(38.4％)
222

(46.3％)
62

(12.9％)
11

(2.3％)
479

(100.0％)

興味や関心
157

(32.2％)
250

(51.2％)
74

(15.2％)
7

(1.4％)
488

(100.0％)

自然と触れる
143

(29.2％)
258

(52.8％)
83

(17.0％)
5

(1.0％)
489

(100.0％)

野外遊び
135

(27.6％)
279

(56.9％)
71

(14.5％)
5

(1.0％)
490

(100.0％)

友達と遊ぶ
86

(17.6％)
243

(49.8％)
144

(29.5％)
15

(3.1％)
488

(100.0％)

数や文字
86

(17.6％)
243

(49.8％)
144

(29.5％)
15

(3.1％)
488

(100.0％)

伝統・文化
28

(5.8％)
128

(26.7％)
251

(52.4％)
72

(15.0％)
479

(100.0％)

芸術的才能
19

(4.0％)
110

(22.9％)
260

(54.2％)
91

(19.0％)
480

(100.0％)

合 計
2,247

(33.0％)
3,043

(44.6％)
1,279

(18.8％)
248

(3.6％)
6,817

(100.0％)
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かったが，次に親が力を入れている「まあ」の項目では高い順位であった。(表30)

①子どもの将来に対する期待(３つまで回答)合計の多い順

子どもの将来に対する親の希望は男女ともトップが「人を大切にする」が494件，次いで「他人に迷惑をかけな

い」が223件であった。男女別で親の子に対する期待の違いを見ると，男の子に対しては「人を大切にする」が260

件と多く，次いで「自分の考えを貫き通す」が103件であった。女の子のトップは男の子と同様に「人を大切にする」

が234件で，次いで「他人に迷惑をかけない」が155件であった。(表31，図８)

表30 人

とても まあ あまり ぜんぜん

性別

計３歳
以下

４歳
以上

３歳
以下

４歳
以上

３歳
以下

４歳
以上

３歳
以下

４歳
以上

親子の触れ合い 156 113 108 93 10 13 0 3 496

基本的生活習慣 118 105 131 102 20 13 1 2 492

思いやり 112 145 121 74 18 2 2 1 475

身体を鍛える 108 101 129 100 31 19 1 2 491

自分でできること 98 135 138 81 21 6 7 1 487

他人に気持ちを伝える 91 117 138 95 29 8 6 1 485

興味や関心 91 66 131 119 43 31 3 4 488

社会的マナー 81 103 127 95 41 21 10 1 479

自然と触れる 70 73 148 110 48 35 2 3 489

野外遊び 61 74 170 109 36 35 1 4 490

友だちと遊ぶ 39 47 135 108 88 56 5 10 488

数や文字 18 22 85 100 108 75 49 24 481

伝統・文化 15 13 61 67 135 116 48 24 479

芸術的才能 6 13 53 57 148 112 54 37 480

計 1,064 1,127 1,675 1,310 776 542 189 117 6,800

表31 人

男 女 計

人を大切にする 260 234 494

他人に迷惑をかけない 68 155 223

自分の家庭を大事にする 67 71 138

自分の考えを貫き通す 103 24 127

尊敬される 51 52 103

仕事で能力発揮 47 44 91

リーダーシップ 48 25 73

社会のためにつくす 30 36 66

経済的に豊か 27 37 64

のんびり生きる 24 31 55

計 725 709 1,434

伊藤克実 小橋明子 常見裕子 小橋拓真



10)日常生活動作について

日常生活動作について基本的生活習慣の獲得の観点から低年齢児の事項をまとめると，「食事」では「お箸を使え

る」は「できる」が36％，「できない」が62％，トイレットトレーニングに関する事項では「できる」が37％，「できな

い」が61％，起床睡眠の自立は「できる」は70％，「できない」が28％，着脱では「できる」は50％であった。起床睡

眠の自立は高いが「食事」「トイレットトレーニング」は年齢相応に課題である。高年齢児で「できない」と回答が

あったのは起床睡眠の自立で44人(19％)，トイレットトレーニングで38人(16％)，その他「あいさつできる」「お

もちゃの後片付け」が合わせて41人であった。(表32)

11)子育て支援について

①病気や用事の時に子どもの面倒を見てくれる人がいるか

母親が病気のとき等，育児の代替えをする人が「いる」と答えた人は，378人(76％)で，「いない」と答えた人は119

人(23.4％)で，約４人に１人が「いない」状態であった。「いない」と答えた親の子どもを年齢別でみると，低年齢

児では59人(21％)で高年齢児では60人(26％)であった。(表33)

研究所調査(2010年)の「子どもの面倒を見てくれる人がいる」と答えた人の調査結果は75.9％であり当調査と

図8

表32 人

できる できない 未回答

年齢別 ３歳以下 ４歳以上 ３歳以下 ４歳以上 ３歳以下 ４歳以上

コップを手で持て飲める 254 223 22 0 3 8

スプーンを使える 240 223 35 0 4 8

お箸を使える 100 206 174 17 5 8

歯磨き，すすぎ 154 219 119 4 6 8

排尿予告 125 222 149 1 5 8

おむつをしないでねる 49 192 225 28 5 11

自分でうんちできる 116 214 158 9 5 8

パンツ脱いでおしっこする 127 223 147 0 5 8

家族や周りの人にあいさつできる 185 210 88 12 6 9

決まった時間に起床睡眠 194 179 79 44 6 8

衣類の着脱 139 220 136 2 4 9

おもちゃの後片付け 157 192 117 29 5 10

幼児の生活と子育て意識調査



同じ結果であった。(表33，図９)

②面倒を見てくれる人の内訳(複数回答)

面倒をみてくれる人が「いる」と答えた人の内訳をみると，約８割が父親と祖父母や親戚などの親族であった。

特に，低年齢児は病気になることが多く，父親や祖父母等の親族が頼りになる部分が多いと考えられた。一方，

ベビーシッター，託児サービス，行政サービス等の子育て支援サービスの利用はわずかであった。(表34，図10)

③面倒を見てくれる人がいなくて困ることはあるか

面倒をみてくれる人がいなくて困ることは「よくある」と答えた人は32人(8.5％)で，「ときどき」困る人は161

人(42.6％)であった。「よくある」と「ときどきある」を合わせると193人(51.1％)で約半数の人は，面倒をみてく

れる人がいなくて困った経験をもっていた。低年齢児と高年齢児を比較すると「よくある」は同比率であるが，「と

きどきある」では高年齢児の方が12ポイント多かった。(表35，図11)

図9表33 人

３歳
以下

４歳
以上

計

いる 217 161 378

いない 59 60 119

未回答 3 10 13

合 計 279 231 510

図10表34 人

３歳
以下

４歳
以上

父親 217 83

祖父母や親せき 165 128

近所の人 2 2

友人 11 14

ベビーシッター 3 1

託児サービス 9 5

行政サービス 12 4

その他 7 13

計 426 250

図11表35 人

３歳
以下

４歳
以上

合計

よくある 18 14 32

ときどき 80 81 161

あまり 86 48 134

ぜんぜん 30 23 53

合 計 214 71 378

未記入 131

※その他には，子供の兄弟姉妹，親の兄弟姉妹などがある

伊藤克実 小橋明子 常見裕子 小橋拓真



12)父親の協力

父親が「毎日」している家事・育児への協力のトップは「ゴミを出す」が196件(27.2％)で，次いで「子どもと遊ぶ」

142件(19.7％)であった。週３～４回のトップは，「子どもと遊ぶ」が110件(21.7％)で，次いで「子どもの看病」が

101件(19.9％)であった。週１～２回のトップは「子どもと遊ぶ」が429件(32.1％)であった。「ほとんどない」の項

目でトップが「食事の支度」が278件(68.5％)，次いで「掃除」が225件(55.4％)であった。一方，子どもと遊ぶこ

とが「ほとんどない」と答えた父親は87件(21.6％)であった。(表36)

13)子育てに対する思いや感情

感情について表37，38に示した。Ａ～Ｅまでを否定的感情とし，Ｆ～Ｊを肯定的感情として大別すると，子ど

もの年齢に関係なく約６割の親が肯定的感情を持っていた。

否定的感情で「ときどき」「イライラする」は子どもの年齢にかかわらず約半数の親が感じていた。次いで「八つ

当たりしたくなる」は３歳以下では「よくある」「ときどき」と合わせて41.5％で，４歳以上は52.5％であった。

肯定的感情の「子育ては楽しい」は，「よくある」「ときどき」と合わせて３歳以下は95.6％で４歳以上は，93.3％

で高かった。一方，「子どもがかわいい」と言う項目で「あまり」と答えた親が２％いた。(表37)

※ＡからＥの否定的感情とＦからＪの肯定的感情との相関係数

r＝－0.22857910

肯定的感情を持っている群は，否定的感情がやや少ない傾向がみられた。

表36 人

毎日 週３～４ 週１～２ ほとんどなし 計

買物をする
15

(3.7％)
29

(7.2％)
196

(48.9％)
161

(40.1％)
401

(100.0％)

食事の支度
22

(5.4％)
19

(4.7％)
87

(21.4％)
278

(68.5％)
406

(100.0％)

食事の後片付けをする
94

(23.2％)
51

(12.6％)
94

(23.2％)
167

(41.1％)
406

(100.0％)

掃除
15

(3.7％)
19

(4.7％)
147

(36.2％)
225

(55.4％)
406

(100.0％)

子どもと外遊び
19

(4.7％)
27

(6.7％)
270

(67.0％)
87

(21.6％)
403

(100.0％)

子どもと室内遊び
123

(33.7％)
83

(22.7％)
159

(43.6％)
0

(0.0％)
365

(100.0％)

子どもをお風呂に入れる
104

(25.7％)
67

(16.5％)
145

(35.8％)
89

(22.0％)
405

(100.0％)

子どもを寝かしつける
57

(14.2％)
39

(9.7％)
102

(25.4％)
203

(50.6％)
401

(100.0％)

ごみを出す
196

(50.9％)
73

(19.0％)
41

(10.6％)
75

(19.5％)
385

(100.0％)

子どもの看病
76

(19.0％)
101

(25.2％)
95

(23.7％)
129

(32.2％)
401

(100.0％)

幼児の生活と子育て意識調査



14）父親の協力「ほとんどなし」(表36)と子育ての悩み(表37)のクロス集計

①買い物「ほとんどなし」161件とのクロス集計

したらよいか
1

表37 人

よくある ときどき あまり ぜんぜん 計

３歳
以下

４歳
以上

３歳
以下

４歳
以上

３歳
以下

４歳
以上

３歳
以下

４歳
以上

３歳
以下

４歳
以上

Ａ どうしたらよいか 21 19 103 103 115 74 36 28 275 224

Ｂ イライラする 72 66 139 126 50 28 14 4 275 224

Ｃ 我慢ばかりしている 13 17 82 68 132 102 48 37 275 224

Ｄ 八つ当たりしたくなる 26 27 88 90 103 80 58 26 275 223

Ｅ うまく育つか心配 37 48 106 99 91 55 40 21 274 223

Ｆ 子育てで自分も成長する 168 128 82 70 21 22 3 2 274 222

Ｇ 結構うまくいっている 72 62 147 109 51 42 5 8 275 221

Ｈ 子育ては楽しい 173 114 90 95 12 15 0 0 275 224

Ｉ 子どもと遊ぶのは楽しい 199 121 69 95 7 8 0 0 275 224

Ｊ かわいくてたまらない 253 168 19 54 3 2 0 0 275 224

表38 人

否定的感情
Ａ～Ｅ「よくある」「時々」

肯定的感情
Ｆ～Ｊ「よくある」「時々」

計

３歳以下 687(35.1％) 1,272(64.9％) 1,959(100％)

４歳以上 663(39.5％) 1,016(60.5％) 1,679(100％)

計 1,350(37.1％) 2,288(62.9％) 3,638(100％)

表39 人

よくある ときどき あまり ぜんぜん 計

Ａ どう

する
87

(5

3
(8.1％)

63
(39.1％)

62
(38.5％)

23
(14.3％)

161
(100.0％)

Ｂ イライラする
49

(30.4％)
83

(51.6％)
25

(15.5％)
4

(2.5％)
161

(100.0％)

Ｃ 我慢ばかりしている
11

(6.8％)
67

(41.6％)
61

(37.9％)
22

(13.7％)
161

(100.0％)

Ｄ 八つ当たりしたくなる
23

(14.3％)
52

(32.3％)
71

(44.1％)
15

(9.3％)
161

(100.0％)

Ｅ うまく育つか心配
28

(17.4％)
71

(44.1％)
45

(28.0％)
17

(10.6％)
161

(100.0％)

Ｆ 子育てで自分も成長

％)
161

(

4.0％)
54

(33.5％)
18

(11.2％)
2

(1.2％)
161

(100.0％)

Ｇ 結構うまくいっている
43

(27.0％)
77

(48.4％)
34

(21.4％)
5

(3.1％)
159

(100.0％)

Ｈ 子育ては楽しい
83

(51.6％)
69

(42.9％)
9

(5.6％)
0

(0.0

わいくてたま

100.0％)

Ｉ 子どもと遊ぶのは楽しい
98

(60.9％)
59

(36.6％)
4

(2.5％)
0

(0.0％)
161

(100.0％)

Ｊ か
(0.0％

らない
130

(80.7％)
30

(18.6％)
1

(0.6％)
0

伊藤克実 小

)
161

(100.0％)

常見裕子 小橋明子 橋拓真
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②食事の支度「ほとんどなし」とのクロス集計

③食事の後片付け「ほとんどなし」とのクロス集計

幼児の生活と子育て意識調査

％)
2

(0.7％)
0

(0.0％)
278

(100.0％)

表41 人

よくある ときどき あまり ぜんぜん 計

Ａ どうしたらよいか
14

表40 人

よくある ときどき あまり ぜんぜん 計

Ａ どうしたらよいか
26

(9.4％)
109

(39.2％)
104

(37.4％)
39

(14.0％)
278

(100.0％)

Ｂ イライラする
79

(28.4％)
148

(53.2％)
39

(14.0％)
12

(4.3％)
278

(100.0％)

Ｃ 我慢ばかりしている
21

(7.6％)
96

(34.5％)
118

(42.4％)
43

(15.5％)
278

(100.0％)

Ｄ 八つ当たりしたくなる
34

(12.2％)
106

(38.1％)
97

(34.9％)
41

(14.7％)
278

(100.0％)

Ｅ うまく育つか心配
41

(14.8％)
123

(44.4％)
80

(28.9％)
33

(11.9％)
277

(100.0％)

Ｆ 子育てで自分も成長する
158

(57.2％)
90

(32.6％)
24

(8.7％)
4

(1.4％)
276

(100.0％)

Ｇ 結構うまくいっている
74

(26.9％)
145

(52.7％)
46

(16.7％)
10

(3.6％)
275

(100.0％)

Ｈ 子育ては楽しい
156

(56.1％)
105

(37.8％)
17

(6.1％)
0

(0.0％)
278

(100.0％)

Ｉ 子どもと遊ぶのは楽しい
177

(63.7％)
93

(33.5％)
8

(2.9％)
0

(0.0％)
278

(100.0％)

Ｊ かわいくてたまらない
238

(85.6％)
38

(13.7

12.7％)
166

(100.0％)

Ｆ 子育てで自分も成長する
87

(52.7％)
58

(35.2％)
19

(11.5％)
1

(

(8.4％)
67

(40.1％)
62

(37.1％)
24

(14.4％)
167

(100.0％)

Ｂ イライラする
43

(25.7％)
93

(55.7％)
26

(15.6％)
5

(3.0％)
167

(100.0％)

Ｃ 我慢ばかりしている
11

(6.6％)
58

(34.7％)
75

(44.9％)
23

(13.8％)
167

(100.0％)

Ｄ 八つ当たりしたくなる
18

(10.8％)
62

(37.3％)
65

(39.2％)
21

(12.7％)
166

(100.0％)

Ｅ うまく育つか心配
25

(15.1％)
70

(42.2％)
50

(30.1％)
21

(

7％)
11

(6.6％)
0

(0.0％)
167

(100.0％)

Ｉ 子どもと遊ぶのは楽しい
107

(64.1％)
53

(31.7

0.6％)
165

(100.0％)

Ｇ 結構うまくいっている
50

(30.3％)
74

(44.8％)
34

(20.6％)
7

(4.2％)
165

(100.0％)

Ｈ 子育ては楽しい
93

(55.7％)
63

(37.

7
(100.0％)

Ｊ かわいくてたまらない
137

(82.0％)
29

(17.4％)
1

(0.6％)
0

(0.0％)
167

(1

％)
7

(4.2％)
0

(0.0％)
16

000. )％
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④ごみを出す「ほとんどなし」とのクロス集計

⑤子供をお風呂に入れる「ほとんどなし」とのクロス集計

父親の協力と子育ての悩みの関係をクロス集計すると，「買い物」・「食事の支度」「食事の後片付け」「ごみを出

す」「子どもをお風呂に入れる」ことが「ほとんどない」と答えている場合は，子育て意識の否定的感情のＢ「イライ

ラする」ことが「よくある」「ときどき」と合わせていずれも78％から80％を超え，他の否定的感情項目より高い傾

向があった。他の否定的感情項目は40～50％であった。この背景として，日中，子どもの保育・教育を実施して

いる保育園を利用することで，母親の心身におけるストレスが解消・回避されていると考えられ，保育園は親に

とって大きな子育ての支えになっている，と推察された。(表39，40，41，42，43)

伊藤克実 小橋明子 常見裕子 小橋拓真

表42 人

よくある ときどき あまり ぜんぜん 計

Ａ どうしたらよいか
8

(10.7％)
29

(38.7％)
24

(32.0％)
14

(18.7％)
75

(100.0％)

Ｂ イライラする
24

(32.0％)
38

(50.7％)
11

(14.7％)
2

(2.7％)
75

(100.0％)

Ｃ 我慢ばかりしている
8

(10.7％)
31

(41.3％)
25

(33.3％)
11

(14.7％)
75

(100.0％)

Ｄ 八つ当たりしたくなる
12

(16.0％)
31

(41.3％)
22

(29.3％)
10

(13.3％)
75

(100.0％)

Ｅ うまく育つか心配
12

(16.2％)
28

(37.8％)
23

(31.1％)
11

(14.9％)
74

(100.0％)

Ｆ 子育てで自分も成長する
39

(52.7％)
25

(15.2％)
10

(6.1％)
0

(0.0％)
74

(73.9％)

Ｇ 結構うまくいっている
20

(27.0％)
40

(54.1％)
13

(17.6％)
1

(1.4％)
74

(100.0％)

Ｈ 子育ては楽しい
38

(50.7％)
31

(41.3％)
6

(8.0％)
0

(0.0％)
75

(100.0％)

Ｉ 子どもと遊ぶのは楽しい
42

(56.0％)
31

(41.3％)
2

(2.7％)
0

(0.0％)
75

(100.0％)

Ｊ かわいくてたまらない
56

(74.7％)
18

(24.0％)
1

(1.3％)
0

(0.0％)
75

(100.0％)

表43 人

よくある ときどき あまり ぜんぜん 計

Ａ どうしたらよいか
8

(9.0％)
38

(42.7％)
35

(39.3％)
8

(9.0％)
89

(100.0％)

Ｂ イライラする
29

(32.6％)
40

(44.9％)
19

(21.3％)
1

(1.1％)
89

(100.0％)

Ｃ 我慢ばかりしている
12

(13.5％)
30

(33.7％)
40

(44.9％)
7

(7.9％)
89

(100.0％)

Ｄ 八つ当たりしたくなる
15

(17.0％)
33

(37.5％)
29

(33.0％)
11

(12.5％)
88

(100.0％)

Ｅ うまく育つか心配
18

(20.2％)
35

(39.3％)
26

(29.2％)
10

(11.2％)
89

(100.0％)

Ｆ 子育てで自分も成長する
47

(52.8％)
33

(37.1％)
8

(9.0％)
1

(1.1％)
89

(100.0％)

Ｇ 結構うまくいっている
28

(32.2％)
38

(43.7％)
14

(16.1％)
7

(8.0％)
87

(100.0％)

Ｈ 子育ては楽しい
44

(49.4％)
37

(41.6％)
8

(9.0％)
0

(0.0％)
89

(100.0％)

Ｉ 子どもと遊ぶのは楽しい
52

(58.4％)
32

(36.0％)
5

(5.6％)
0

(0.0％)
89

(100.0％)

Ｊ かわいくてたまらない
67

(75.3％)
21

(23.6％)
1

(1.1％)
0

(0.0％)
89

(100.0％)



調査結果のまとめと考察

①生活リズム

対象児は保育園に通園している子どもであることから平均起床時間は「６時半頃」と早く，「７時頃以前」に起床

している子どもは，研究所調査(2010年)と比較して32.9ポイント多かった。(研究所調査の起床時間の対象は幼

稚園児と未就園児，保育園児が入っているので，当調査は保育園児なので早起きの結果が出たと推察される)

「６時半頃」の起床を低年齢児(３歳以下)，高年齢児(４歳以上)で比較すると低年齢児の方が12ポイント多く，

高年齢児より低年齢児は早起きの傾向が見られた。保育園の登園時間を午前８時とすると，子どもの「脳の目覚め」

には約１時間30分が必要とされるので，６時半頃には起床していなければならないことになる。「６時半頃」以前

に起床していた子どもは，全体で278人(54.5％)の約半数であった。(以下略 低年齢児＝３歳以下・高年齢児＝

４歳以上)

就眠の平均時間は「21時頃」であった。「21時30分頃以前」に就眠する子どもは全体の74.4％で，「22時頃以降」

に就眠する子どもは25.5％であった。年齢別にみると，高年齢児が低年齢児より12ポイント多く，年齢が進むと

遅寝で遅起きの傾向が見られた。「22時頃以降」に就眠する子どもを研究所調査(2010年)結果と比較すると当調査

が研究所より1.7ポイント多く，遅寝の傾向が見られた。

②電子機器等の利用について

電子機器と絵本・ドリル等については利用頻度で大別し，高頻度利用を「毎日」，「週３～４回」とし，低頻度利

用を「週１～２回」，「たまに」，「使わせない」とした。(以下略 高頻度利用・低頻度利用)

現在は電子機器の中でもテレビは一般家庭に広く普及し，高頻度利用していた子どもは全体で85.7％であっ

た。高頻度利用を年齢別にみると，低年齢児が51.3％で，高年齢児が48.7％でやや低年齢児の利用頻度が高かっ

た。視聴時間は低年齢児が，「30分」で20％，「１時間」が27％，「２時間」は20％であり，約6.5割の子どもが30

分～２時間の視聴となっていた。高年齢児は「30分」で11％，「１時間」で27％，「２時間」は29％であり，低年齢

児と同様に約6.5割の子どもが30分～２時間の視聴となっていた。テレビは他の電子機器(パソコン，テレビゲー

ム，携帯ゲーム等)の視聴時間が30分以下の短時間利用が多いのに対し，視聴時間が長く，中でも高年齢児にな

ると「３時間以上」の視聴が28％と高い傾向があった。近年，子どもの視力低下が進んでいると言われる背景に，

視力の発達途上期にある乳幼児期から動画を見せることにより目の調節機能に影響があると考える。

保有している各機器の操作を子どもが「できる」と答えていたのは，テレビで54.2％，ビデオ・DVDは32.5％，

テレビゲームは15.7％，携帯ゲームは20.3％であった。子どもの機器操作率が高いテレビを低年齢児で見ると，

31.1％が「できる」と答えており，高年齢児では68.9％が「できる」と答えていた。テレビ等の操作は指先１本で子

どもでも簡単に操作ができ，乳児から動く画面には関心が高いので，家事等で忙しい親は子どもの喜びそうな動

画を与え，子守の代替えとなりやすい点に配慮しなくてはならないと考える。今回の調査では，どんな時間帯に

電子機器を多く利用しているか調査していないが，子どもの生きる能力を養ううえで重要な遊びや家事労働等の

体験が長時間視聴で妨げられていないか懸念されることから，今後，時間帯も知ることが重要だと思われた。

ビデオ・DVDの利用は低頻度利用が56.7％を占め，高頻度利用は39.2％であった。同じくCDやテレビゲー

ムや携帯ゲームも低頻度利用が多くCDでは69.8％で，テレビゲームが57.1％，携帯ゲームが75.3％でパソコン

は78.2％であった。テレビ以外の電子機器の利用を年齢別でみると，低年齢児も高年齢児も変わらない結果で

あった。また利用時間は，テレビゲーム，携帯ゲーム，パソコン等は15分以内の短時間利用が圧倒的に多かった。

印字媒体である絵本の利用は，高頻度利用が多く全体の74.7％で，高頻度利用の６割を低年齢児が占めていた。

一方，ワーク・ドリルの利用は少なく低頻度利用は49％で「家にない」と答えた人は41％であった。高頻度利用の

36人(7.1％)中，高年齢児は27人で低年齢児は９人と50ポイント多かった。高年齢児のポイントが高い理由に

は，親が就学前の数や文字に対する関心を高めるための動機づけとして与えていると考えられた。

図鑑は，ワーク・ドリルと同様に低頻度利用が48.2％と約半数の子どもが利用し，また「家にない」と答えた人

は41.8％であった。図鑑に関しては高年齢児が低年齢児に比べて10ポイント多かった。
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③遊びについて

休園時の子どもの遊びを室外と室内に分けて見ると，室内では「ミニカー等のおもちゃを使った遊び」が多く，

室外では「公園の遊具」が多かった。遊びの内容の順位は研究所調査(2010年)と同様であった。ままごとなどの設

定遊びに年齢差はなかったが，鬼ごっこ，缶けり等のルール遊びは，51ポイントと高年齢児が多かった。遊ぶ場

所においては，全体の82.7％が屋外であった。

一方「近所や友だちの家」は6.5％と少なかった。対象児の88.8％が核家族であり，親は子どもの外遊びの相手

や見守りをするなど子どもと過ごす時間が長くなっていると思われた。

④習い事

「習い事をしている」と答えた子どもは22.5％で，「していない」と答えた子どもは76％であった。習い事の内訳

は，通信教育(40.9％)が多く，次いで水泳(25.2％)であった。習い事を１人が１個もっているのは67％で２個が

26％で３個が4.3％であった。習い事にかける費用は５千円未満が51.3％で５千円以上１万円未満が40％，１万

円以上は8.7％であった。教育費の負担については「あまり」と「感じない」を合わせると76.6％おり，「まあ感じる」

は21.7％で約５人に１人は負担を感じていた。

⑤親が育児で力を入れていること

親が育児に「とても」力を入れていることは，男女合わせて「親子の触れ合い」が269件と「思いやり」が267件で

あった。次いで「自分でできること」が233件と「基本的生活習慣の自立」が233件で同数であった。これは研究所

調査(2010年)結果と同様であった。心や体を鍛える上で大切である「自然と触れ合う」「野外で遊ぶ」ことに関して

は研究所調査結果と同様に「とても」の項目では高い順位ではなかった。一方，あまり力を入れていない項目のトッ

プに男女合わせて「芸術的才能」が260件，次いで「伝統・文化」が251件であった。年齢別で子育てに力を「とても」

入れている項目について，低年齢児ではトップに「親子の触れ合い」が156件で，次いで「基本的生活習慣」が118

件，三番目に「思いやり」が112件あった。高年齢児ではトップに「思いやり」が145件で，次いで「自分でできるこ

と」が135件，三番目に「他人に気持ちを伝える」が117件であった。低年齢児では親が子どもの遊びの相手や養育

が中心となるので「親子の触れ合い」を大事にし，高年齢児では，自我も伸び親との葛藤の場も増えるせいか「思い

やり」がトップに上がってきていると思われた。

⑥子どもの将来に対する期待

親の子どもへの期待は，性別に関係なく「人を大切にする」の494件がトップにあがり，次いで「他人に迷惑をか

けない」が223件であった。男の子の二番目に多かったのが「自分の考えを貫き通す」が103件で，女の子の二番目

に多かったのは「他人に迷惑をかけない」が155件であった。親の性別に対する期待の二番目に上がった結果から，

男の子は家長として期待され，女の子は他人との協調性が期待されていることが推察された。大槻(2008)の調査

から，親の期待の男女の違いについて，男の子は「他人との競争に勝てる」「リーダーシップがとれる」が高く，女

の子は「親の言うことを聞く」「困っている人を助ける」「幸せな家庭を築く」が高かった，とあった 。また，国の調

査結果では，女の子対して他人に配慮する特性や役割を望み，男の子に対しては自立的，自己達成的な特性や役

割を期待しているという結果があった 。

⑦子育て支援について

親が病気や用事等で子どもの面倒がみれない時など，「子どもの面倒を見てくれる人がいるか」という設問に「い

ない」と答えた人は119人(23.4％)で，約４人に１人が育児の代替え者がいない状態であった。「面倒を見てくれ

る人がいる」と答えた内訳は，父親がトップで次いで祖父母や親戚などの親族であった。特に低年齢児の約半数は

父親が面倒をみており，低年齢児は感染症等に罹ることも多く，さらに人見知り等から身近な父親がみることが

多いと考えられた。高年齢児は，祖父母や親族が多かった。櫻谷(2004)の調査結果から「子どもを預かりあうといっ

た付き合いをしている人はわずか6.4％であった」とあるが，当調査結果も同様に近隣からの援助は少なかった 。

この結果から，現代の近所付き合いはあいさつ程度で子どもが自由にお互いの家を行き来したり，親同士が育児

の手助けができるような近隣関係が形成されていないことがうかがわれた。また，ベビーシッターや託児サービ
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ス，行政サービス等の子育て支援サービスの利用はわずかであった。さらに，育児できなくて困った経験の設問

に対して，約半数の親が「ある」と答えていた。

⑧父親の協力

子育てにおいて父親が果たす役割は大きいものである。近年，社会的にも父親の子育てや家事の参加は増えて

きている。父親の参加が一番多かった項目は「ゴミを出す」が196件(27.2％)であった。次いで「子どもと遊ぶ」が

110件(21.7％)であった。父親の参加は増えてきているが，まだ，母親の補助者でしかなく主体的な参加は少ない

現状である。体を使って子どもと野外で遊ぶ相手としては父親に期待がかかるところであるが，「子どもと外遊び」

の設問で「ほとんどなし」の父親が87件(21.6％)であった。その背景には父親の残業，単身赴任等の物理的理由も

考えられるが，家事・育児は女性の役割という性的役割分業意識が関与していると考えられた。というのは，買

い物，食事の準備，後片付け，掃除等は約４～６割の父親が「ほとんどなし」と答えており，子どもを風呂に入れ

る，寝かしつける，看病する等の育児は，約２割～５割の父親が「ほとんどなし」と答えていることから，母親は

仕事・家事・育児と三重の負担が重なり育児ストレスは大きいものではないかと推察された。大日向(1988)は，

今日なお社会に流布する「母性愛」や「母親役割」が女性の生き方を呪縛し子育て中の母親を追い詰める要因になっ

ていると指摘している 。子育てに関する相談相手は，配偶者(父親)が88.9％と最も多く，次いで自分の母

(73.8％)となっている調査結果もあるが，夫婦で支え合って育児をすることができない状況は母親の育児に対す

る葛藤を強める要因にもなっている 。

⑨子育ての悩み

約６割の親は子育てに対して「子育てで自分も成長する」「結構うまくいっている」「子育ては楽しい」「子どもと

遊ぶのは楽しい」「かわいくてたまらない」等の肯定的感情を持っていた。肯定的感情と否定的感情との相関関係を

みると，肯定的感情の高い群は否定的感情項目の「よくある」「ときどき」は低い傾向が見られた。

否定的感情項目の一つである「ときどき」「いらいらする」は子どもの年齢にかかわらず約半数の親が感じてい

た。次いで「八つ当たりしたくなる」は３歳以下では「よくある」と「ときどき」を合わせると41.5％となり，４歳以

上では52.5％となり４歳以上が11ポイント多かった。これは４歳以上になると下の子の誕生等で母親の育児負

担が増えるためではないかと推察された。

「子育てが楽しい」と思えることは，親も育児をすることで喜びや満足感が大きい反面，核家族の進展，働く女

性の増加等で仕事と家庭の両立に多くの葛藤を抱えながら子育てしていることが実態である。荒牧・無籐ら(2008)

は，育児感情には，育児に対する否定的な感情とともに肯定的な感情が存在すると，述べている 。当調査でも子

育てに対して否定的感情である「あまり楽しくない」と答えた親が5.4％おり，また，「かわいくてたまらない」とい

う設問に対して「あまり」と答えた親が２％いたことは，内容の分析をしていないので的確なことは言えないが，

育児ストレスや育児不安等の要因につながると考えられた。また，父親の育児・家事への参加度の高さは母親の

否定的感情の軽減につながるという結果もでている 。

まとめ

都市化や核家族化及び少子化の進行に伴い，子育て不安や育児困難に陥る保護者が増えてきている。親も少子

化の中で育って来ているので小さい子どもとの接触体験が乏しいまま親になるので現実とのギャップに悩んでい

るという状況が指摘されている 。

また，女性の就労が増えてきて仕事と家庭との両立や子どもの保育形態のあり方が社会的関心を呼んできてい

る。地域社会では都市化の進行とともに近隣の人間関係が希薄になり個人の生活やプライバシーを大切にする傾

向が強まってきている。そのため子どもが健全に育つために必要なきょうだいや地域の異年齢の友だちとのかか

わり合いを通して社会性を育む機会が減少し，当調査においても「ちょっとした手助けがなく困った経験をしたこ

とがある」と約半数の母親が答えていた。父親の育児参加は少しずつ増えてきているが，まだ，子育ての責任は母

親に集中しがちである。母親が子育てに不安やストレスを抱えながら子どもに接することは子どもの心身の発達

に好ましくない。つまり，子育てに関係する大人と子どもの数の減少は協力，協働，相互学習の機会を必要とし

幼児の生活と子育て意識調査



ないで，自分の世界や時空の世界に入ってしまうか，逆に人が入りこむ余地，理解さえも求めない状況を生み出

しやすいのではないかと推察された。その意味で高度情報産業，技術社会が進み子どもの発達にとって基礎的能

力である遊びとそこでの友だち関係や大人との人間関係が育ちにくくなっているのではないかと危惧される。特

に一般家庭に普及したテレビは「百聞は一見に如かず」というように理解しやすい媒体の一つではあるが，高頻度

利用は約８割の子どもが視聴しており，中でも３時間以上視聴している子どもは高年齢に約３割おり研究所の結

果と比較するとやや多い傾向があった。印字媒体の絵本は低年齢児が高頻度利用で，ワークドリルは高年齢児が

多く就学前の準備として与えられていると思われた。保育園休園時の遊びは，約８割が屋外と答えており公園の

遊具が多かった。野外で子どもと遊ぶことが「ほとんどなし」と答えている父親は21.6％で約５人に１人の割合で

ある。父親の協力が物理的に難しい状況は別としても，父親が育児や家事に関わってくれることは母親の育児不

安や負担に大きく影響すると言われている。諸外国(欧米)との比較では，男性が家事・育児に関わっている割合

は約４割を占めているが，我が国はわずかに１割を超える程度である 。父親の帰宅時間についても８時以降に

帰宅する父親は６割以上を占めている。このような現状では，子どもが眠ってから父親が帰宅するので，ほとん

ど育児は母親の役割となる。また，昨今ひとり親家庭も増えており日常の様々なネットワークやソーシャルサポー

ト体制づくりの構築は切実に求められている。現在，家庭や地域の子育ての中核的な機関となっている保育所は，

子どもの養育・教育は基より，親への支援の必要性が大きくクローズアップされ役割が拡大されてきている。

今後，さらに核家族の進展，働く母親の増加等で子育て支援の課題は，仕事と家庭の両立支援体制，育児休業

の取得や短時間勤務制度の活用等解決すべきことは多々あり，国や自治体だけでなく労働者を雇用する企業等と

の連携した取り組みが重要である。

もう一点大事なことは，子育ての主体である親が親として育ちやすい環境ができているか，ということが課題

である。小さな子どもの食事や排せつ等の世話をした経験がない夫婦が，自分の子どもの誕生で初めて育児にか

かわるのだから，親になるための社会的支援が必要である。欧米では「参加型の親教育プログラム」(完璧な親なん

ていない)があるが日本ではほとんど実施されていないのが現状である。子育ては未来を担う重大な事業であると

原田(2008)は述べている 。今，官民一体となった子育ての支援体制の取り組みが急務である。

近年，社会構造や産業構造が変化し，家族構造や家族のあり方も大きく変ってきている。生活が便利になり，

マスメディアの発達により大人と子どもが簡単に情報を共有する時代となったが，いじめや不登校，自殺等の増

加により子どもの「生きる力」が社会的に課題となってきている。子どもの「生きる力」をつけるための基本となる

のは，子どもの基本的な生活習慣の自立や生活リズムである。さらに人との交流を持つ時間や場，多様な年代と

のかかわりは子どもが発達する上で非常に重要である。そのためにも，親が育児に喜びをもち安心できる場づく

り，体制づくりに向けて検討を進めていかなければならないと考える。そこで，本調査から見えてきた課題を今

後の保育・教育に生かしていきたい。

最後にお忙しい中，調査にご協力してくださった父母の皆様と保育園の職員の皆様に深く感謝を申し上げます。
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